
平成２７年度
信州の木活用モデル地域支援事業

事業実施計画名称
茅野市「市民の森」吉田山の間伐材有効活用

平成２９年 ２月１５日
ＮＰＯ法人 八ヶ岳森林文化の会
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平成28年度 取組事例発表

＜発表会の目的＞
発表を通じて事業実施者の次年度以降の課題や方向性
の確認や来年度、応募を考えている事業主体の皆さん
の内容がより良いものになるよう情報を提供する。
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活動の中心 茅野市「市民の森」
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国宝 縄文のビーナス

吉田山 頂上広場

至る 白樺湖

「市民の森」

ＪＲ茅野駅



「市民の森」散策路マップ
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間伐材利用事業の概要

八ヶ岳森林文化の会では、間伐材を下記事業で有効に活用し、市民参加で森を楽しんでいます。

森林整備事業（間伐）
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平成２７年度 新規事業
チェーンソークラフト講習会

薪づくり

黄色：補助金対象事業



応 募 に 至 っ た 経 緯 （１／２）

＜間伐材を利用した＞
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平成２７年度

信州の木活用モデル地域支援で 事業の拡大・充実

吉田山のゴルフ場開発中止で森林の荒廃

間伐材の利用

平成１４年 八ヶ岳森林文化の会 設立

昭和４０年代

平成１８年 森林整備「作業班」発足

平成２２年 ＮＰＯ法人八ヶ岳森林文化の会設立登記

➣薪づくり講習会
➣ウッドチッパ-による遊歩道整備
➣チェーンソークラフト講習会
➣簡易製材機による製材

古い簡易製材機保守期限が
過ぎ、借用できなくなった。

NEW

平成２４年 「市民の森 ガイドブック」発行



応 募 に 至 っ た 経 緯 （２／２）
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１.薪づくり講習会の充実 （森づくり部会）
⇒ 電動薪割り機の設備化

電動薪わり機の普及に伴う取扱講習を可能にしたい。
⇒ 一般参加者への防護ズボンの貸出

安心安全な講習会を実施したい。
チェーンソー操作で怪我の80％が足の部分。

２.製材講習会の再開 （森づくり部会）

⇒ 簡易製材機のレンタル＆設備化
ベンチ、案内板を作り「市民の森」を整備し利用し易くしたい。

３．チェーンソークラフト講習会（新規事業） （森づくり部会）
⇒ チェーンソ－クラフト用ガイドバーの購入

キックバックを軽減したい。

４.ウッドチッパーによる森の整備（散策路整備） （森林観察学習部会）
森林整備事業での残材の有効活用 ウッドチップを散策路に敷設
⇒ ウッドチッパｰ機の運転＆整備費用
⇒ 小型運搬機によるチップ搬送作業を効率化したい。

小型運搬機の設備化

森づくり部会 と 森林観察学習部会

￥132千円

￥899千円

￥231千円

事業費合計 ￥1,370千円

￥108千円



補 助 事 業 の 内 容
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森づくり部会 と 森林観察学習部会

長野県

茅野
市

会員

春の薪づくり講習会

炭焼き体験講習会

秋の薪づくり講習会

きのこ原木づくり

きのこ菌打ち講習会

ウッドチッパーによる
森の整備（５月から毎月）

チェーンソークラフト
講習会（NEW)

製材研修会

製材研修会

伐木技術基礎講習会

「市民の森」狩猟期間

夏休み

内示

平成２７年 ～ 平成２８年

ウッドチッパーによる
森の整備

平成27年8月

黄色：補助金対象事業



購入機器 小型運搬機

荷台を広げた場合
平成27年度信州の木活用モデル
地域支援事業の補助金で購入し

た事を明記
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※ 小型運搬機 操作マニュアル作成



ウッドチッパーによる森の整備（散策路の整備）
平成２７年 ９月４日
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９月４日以降にあおり部分を追加

ウッドチッ
パーから小
型運搬機に
ウッドチッ
プを吐き出
している。

一度に多くのチップを運べるようになり、効率化が図れた。



購 入 機 器
クラフト用ガイドバーと防護ズボン

２月に２組追加 合計５組 防護ズボン
２月に３着追加 合計８着
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チェーンソークラフト講習会
平成２７年 ９月１３日

イスの背もたれに、制作者のイニシャルを入れるため、補助金で購入した、カービングガ
イドバーのチェーンソーで突込み切りを行っています。

最終的にガスバーナで木目を
綺麗に浮き出しました。
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キックバックが少なく、安全にクラフト制作ができるようになった

一般参加者の防護ズボンを利用。

※ 製作マニュアルの作成



購入機器 電動薪わり機

電動薪わり機
平成27年度信州の木活用モデル
地域支援事業の交付金で購入し
た事を明記
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能力 ５．５ｔ



秋の薪づくり講習会
平成２７年 ９月２７日

集材 玉切り、薪わり、分配（電動薪わり機＆小型運搬機の利用）
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電動機器も講習に取り入れ、講習の幅を広げる事ができた。

エンジン薪わり機
薪づくり講習会でも小型運搬機を

玉切り材の運搬に利用



購入機器 簡易製材機

後ろからのエンジン部分 稼働開始 （平成28年２月１５日）
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製材講習会に向け準備が整い、当会事務所裏で自由に開催できるようになった。

※ 簡易製材機操作マニュアルの作成



平成２８年 3月13日 初めての製材研修会
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平成２８年 4月13日 8月20日 8月25日 11月5日

平成２８年２月１５日 ３月５日 初めての製材研修会 ３月１３日

平成２７年１０月２７日 １０月２９日 １１月７日 1月15日

コンクリート土台に移設



成果 簡易製材機
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平成２８年８月 茅野市「市民の森を創る会」様とのコラボレーション

吉田山の間伐材を
角材＆板材に製材

平成２７年春
吉田山横河口に設置した四阿

四阿内のベンチ材に利用



高原の都市 エコフェスタ2015
平成２７年１０月２７日

ＮＰＯ法人八ヶ岳森林文化の会ブースで活動状況を展示
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茅野市開催のイベントに参加出品

チェーンソークラフト講習会制作の椅子と
クラフト用チェーンソーの展示



広 報 関 係
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平成27年度信州の
木活用モデル地域

支援事業
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補助金利用事業での間伐材利用状況
平成２７年９月 ～ 平成２８年１１
月

黄色：補助金対象事業

今回の補助金で増加 ： ５．１㎥
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翌年度以降の取組状況

１）薪づくり講習会
・電動薪わり機が利用できるようになったので、今後、電動チェーンソーも講
習に追加していきたい。

２）製材講習会とチェーンソークラフト講習会
・平成２８年度は、会員の簡易製材機の操作技術習得と水平調整に終始した。
・平成２９年度は、一般参加者も募集して名実ともに講習会にしていく。
製材した角材、板材を活用し、チェーンソークラフト講習会にも生かす。

・防護ズボンは、未だ８着なので、イベントにより貸出に不足する事が有るの
で追加購入していきたい。

３）ウッドチッパーによる森の整備（散策路整備）
・小型運搬機の操作ができる会員を増やしていく。
・急斜面での利用が困難なので、一輪車との利用バランスを図る。
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課 題

１）活動を担う会員不足で一般市民の参加を増やせない
対策中： 平成28年から、事務局を中心に、会の全ての活動を会員に説明す

る活動報告会を設けたり、新会員へは、当会の活動拠点を案内し
て、当会の幅広い活動を紹介する新人研修会を開催し、スタッフへ
の参加を促しています。

２）薪わり機材の電動化対応
・ホームセンター等で電動機器を購入する方が増加（女性参加も増えている）
基本操作を講習会で実施するための電動チェーンソーの購入が必要。

３）簡易製材機のさらなる有効活用
・製材した角材、板材の活用方法の検討。（クラフト品への利用）

４）事業継続のための古い機械の保守
・活動が１０年を過ぎ、事業継続するための機材の保守と更新が必要。

５）補助金対象の科目について
・事業の遂行は、一般参加者の参加費だけでは厳しく、スタッフ参加会員への
作業経費（人件費ではない）も対象にならないか。
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ご清聴 ありがとうございました。

平成２８年 「市民の森」吉田山のご神木


